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内科領域 にお け るCefpire川eの 臨床 的検討

弟房浦哲朗 ・小 西 一樹 ・田村 凸 工

岩手医科大学第 三内科学茸教室*

注射 用 セ フ ェ ム 系抗 生物 質cefpiromeの 内 科 領域 に お け る臨 床 的 静 討 を 行 な っ た。(1)細 菌性 肺 炎7

例,気 管 芝拡 張,、12例,肺 化 膿 症1例,腎 点腎 炎1例 に 対す る 本剤 の 臨 底 的効 果 は,著 効3例 ・ 有効6例 ・

無 効2例 で あ っ た。(2)細 菌学 的 効 果 は,分 離 され たSaphylococcus aureus2株 、Sl-*reμ(パ縦usPneugno'

ntae1株,Branhamella catmhahsl株,Escheri6hia coh1株 で す べ て 菌 消 失 を認 め た 。(3)本 剤投 ワに

よ る副作 川 は な く、 臨床 検 査 値 の 異常 はGOT,GPTの1昇1例,血 小 板 数 の 増 加2例 であ った 。

Key words:Cefpirome,呼 吸 器感 染 拍

Cefpirome(CPR)は ヘ キス ト社とルセル ・ユ クラフ社

で合成,開 発された新しい注射用のセフェム系抗生物質

であ り,Pseudomonas aeruginosaな どのグラム陰性菌は

もとより,Staphylococcus aureusを 含むグラム陽性菌に対

しても従来の第3世 代セフェム系抗生物質に比し、強い

抗菌力を持っている。またペニシリン結合蛋白のPBP3

に対 して高い親和性を示 し,β-lactamaseに 対 しても優

れた安定性を示す。本研究では、CPRを10例 の呼吸器

感染症,1例 の尿路感染症の患者に投与 し、その臨床的

有効性と有用性について検討した。

対象は1988年1月 より4月 までに当科に入院中の患者

である。その内訳はTable1に 示すように男8例,女3例

で,年 齢は17歳 より78歳 であり,平 均50.6歳 であった。

疾患の内訳は細菌性肺炎7例,気 管支拡張症の急性増悪

2例,肺 化膿症1例,腎 孟腎炎1例 である。以上のうち基

礎疾患を有する症例は,細 菌性肺炎で慢性肺気腫1例,

高血圧症1例,慢 性肝炎1例 である。本剤の投与方法は

191日2回 点滴静注 し,投 与期間は3日 から15日 で あ

った。

本剤投与後の,臨 床的効果および細菌学的効果,な ら

びに副作用および臨床検査値の異常の有無などを総合的

に勘案 し,有 用性の判定を行なった。臨床的効果の判定

は,発 熱,咳 噺,喀 痰(量,性 状),呼 吸困難,排 尿痛、

残尿感などの臨床症状 と,胸 部ラ音,胸 部X線 所見およ

び白血球数,CRP,赤 沈値,尿 沈漉などの検査値の改善

度を参考にし,著 効、有効,や や有効,無 効の4段 階判

定を行なった。細菌学的効果の判定は,患 者の喀痰、尿

より分離された細菌で起炎菌と認められたものについて

菌消失、菌減少,菌 交代,不 変の判定を行なった。副作

用の観察は,本 剤投与後の自他覚症状(胃 腸症状,発 疹,

発熱など)と臨床検査値(赤 血球数,血 色素量,白 血球数

およびその分類.血 小板数などの血液学的検査,GOT,

GPT,A1-Pな どの 肝 機 能 検 森 さ ら にBUN,S-Cr,電 解

質,尿 所 見 な ど)に つ い て 異常 値lh現 の 有 無 を観 察 した 。

以L,臨 床 的 効 果,細 菌学 的効 果、 副 作 用 の 有無,臨 床

検 査 値 の 異常 の 出 現 の 有 無 とそ の程 度 に よ り総 合的観 察

を行 な い,有 用 性 につ い て.非 常 に 有用 性 あ り,有 用性

あ り,ど ち ら と もい え な い,右 用 性 な しの 澱 階 に評 価

した 。

11例 を対 象 と した 臨 床 的 効 果 は,Table2に 示 す よ う

に細 菌性 肺 炎で 著効2例,有 効3例,無 効2例,気 管 支拡

張 症 の急 性 増 悪 で 著 効1例,有 効1例,肺 化 膿症 で 有効1

例,腎 孟 腎 炎 で 有 効1例 で あ っ た。 以 上 を ま とめ る と,

著 効3例,有 効6例,無 効2例 で あ り、 有 効 以 上 の有 効率

は81.8%で あ った 。 無 効 と され た2例 は何 れ も細 菌 性肺

炎 の 症 例 で あ る が,本 剤 投 与 日数 が3日,4日 と少 な く

判 定 が難 しか った 。

細 菌 学 的 効 果 は,5例 に お い て 喀 痰,尿 よ り起 炎菌 が

同 定 さ れ,そ の 内 訳 はS.aureus2株,Streptococcus

pneumoniae1株,Branhamella catarrhalis1株,Escher-

ichiacoli1株 で あ り,い ず れ も本 剤投 与 後 菌消 失 を認め

た。

本 剤 の 投 与 中 お よ び投 与 後 に 異常 と思 われ る 自他 覚的

症 状 を認 め た症 例 は な か った 。 しか し臨 床 検 査 値 につ い

て は,Table3に 示 す よ う に症 例4お よ び症 例11で 血小

板 数 の増 加,ま た 症例10でGOT.GPTの 上 昇 を認 め た。

各症 例 につ い て 臨床 効果 と副 作 用 の 両 面 よ り勘 案 した

結 果,非 常 に 有 用 性 あ り3例,有 用 性 あ り6例,判 定 不

能2例 であ った 。

CPRは,7位-にaminothiazolyl基,3位-にcyclopente-

nopyridine基 を有 す る新 しい注 射 用 の セ フ ェ ム系 抗 生物

質 で あ る 。 本剤 は広 範 囲 な抗 菌 ス ペ ク トル を有 し,ま た

各種 β-lactamaseに 対 して優 れ た安 定 性 を示 す 。 動 物実

験 に よ る体 内動 態 で は腎,肺,肝 お よび前 立 腺 な どの臓
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器に高濃度に分布する。本剤の静注時の半減期はL7時

間で、投与後8時 間以内に大部分が尿中に排泄 され,24

時間以内に85%以 上が未変化体で回収されることが知ら

れているP。

呼吸器感染症における起炎菌は時代とともに変遷する

が,近 年グラム陰性菌感染症の増加と,MRSAの 薯増が

問 題 と され て い る聯 本剤 は グ うム 欺性 菌,陽 性1菌 をと わ

ず 広 範 囲 な抗 菌 スペ ク トル を有 して い る、,また,尿 路 感

染跳 に 煙 して もE,coli,Enterococus faecalisな ど の 菌 に

対 して 優 れ たMlCを 小 して お り,第'選 択 の抗 牛 物 質 と

して 期待 され る、、

我 々 の成 績 で も,起 炎菌 と して分 離 され た8.aure弼 、

Table 1. Clinical results of cefpirome treatment

Table 2. Clinical efficacy of cefpirome
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S.pneumoniae,B.catarrhalis,E.coliは 本剤投与後すべて

消失してお りin vitroの成績と一致 していた。癒例1は 臨

床症状より無効と判定 され4日 間で投与が中止されたが,

喀痰より検出されたS.aureuaは 消失 していた。

臨床上で異常な自他覚症状を示す副作用は認めなかっ

た。臨床検査値の異常は,症 例10で 軽 度ではあるが

GOT,GPTの 上昇を認めた。症例4と,症 例11で 血小板

数の増加を認めたが本剤との関連は不明である。

無効と判定された2症 例について検討すると,何 れも

細菌性肺炎の症例であ り重症度は中等症であった。基礎

疾患,合 併症はなく17歳,18歳 と若い症例であった。

本剤投与量は1日29で あ ったが,発 熱,咳 噺などの臨床

症状の改善を認めず,投'♪ 日数は4日,3日 と短期間で

他剤に変史されている。投与日数が短いため,効 果判定

の解釈は難 しいと思われた。

以上の結果,11例 の 内科領城の感染症に対する本剤

の臨床的効果は,右 効率81.8%で あった。広範囲なスペ

クトルを有する本剤は、起炎菌が複雑化 している今日,

第一選択の抗生物質として期待される。
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We evaluated the clinical efficacy and safety of cefpirome (CPR), a new cephalosporin antibiotic, in the treatment of

respiratory and urinary tract infections.

In 11 patients (7 with bacterial pneumonia, 2 with bronchiectasis, 1 each with lung abscess and pyelonephritis), the

response to CPR was excellent in 3, good in 6, poor in 2.

Bacteriological effects were observed in five cases. The causative organisms were 2 strains of Staphylococcus aureus and one

each of Streptococcus pneumoniae, Branhamella catarrhalis and Escherichia coli. All strains were eradicated after administration

of CPR.

No adverse reactions were observed. Abnormal laboratory values were found in three cases: elevation of serum GOT and

GPT in one and thrombocytosis in two.


